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第
54
回
日
本
風
俗
史
学
会 

大
会
・
総
会
の
お
知
ら
せ 

 

平
成
25
年
度
の
大
会
・
総
会
は
、
関
東
支
部
主
催
に 

よ
り
、
11
月
23
日
（
土
）、
24
日
（
日
）
を
大
妻
女
子 

大
学
千
代
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
し
、
25
日
（
月
）
を 

巡
見
と
し
て
計
画
中
で
す
。 

 

た
だ
い
ま
の
と
こ
ろ
、
大
会
に
お
け
る
テ
ー
マ
設
定 

な
ど
は
未
定
で
す
が
、
自
由
論
題
で
研
究
発
表
を
希
望 

さ
れ
る
方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

ご
希
望
の
方
は
、
名
前
、
論
題
、
概
要
（
800
字
程
度
）、 

連
絡
先
を
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
本
部
事
務
局 

（
関
東
支
部
事
務
局
兼
務
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

    

日

本

風

俗

史

学

会 
 
http://www.fuzokushi.jp  

〒
161
―8539 

東
京
都
新
宿
区
中
落
合
４
―
31
―
１ 

目
白
大
学 

社
会
学
部   

有
元
修
一
研
究
室 

気
付 

学
会
Ｆ
Ａ
Ｘ 03-5982-7141   

Ｅ
メ
ー
ル 

jimu@fuzokushi.jp  
事
務
連
絡
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

振
替
口
座 
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関
東
支
部 

近
世
史
分
科
会 

日
時  

7
月
29
日
（
月
）
18
時
～
21
時 

場
所  

港
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

（
JR
新
橋
駅
前
）
202
室 

発
表 

「
江
戸
風
俗
画
集 

（
仮
題
・
吉
徳
資
料
室
所
蔵
）」（
続
）                   

小
林 

す
み
江 

氏 

近
代
史
分
科
会   

休
会
と
し
ま
す
。 

 

服
飾
史
分
科
会 

日
時 

 

7
月
22
日
（
月
）
18
時
～ 

場
所 

 

き
れ
と
着
物
土
居
〔
不
思
庵
〕 

駒
込
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
地
下
一
階
集
会
室 

（
JR
・
地
下
鉄 

駒
込
駅
東
口
徒
歩
５
分 

 

℡0
9
0-

8
7
7
4-

0
0
7
4

） 

題
目  

「
小
袖
雛
形
本
の
役
割 

 

―
色
使
い
の
記
述
を
視
点
に
―
」           

佐
藤 

真
利
恵 

氏 

題
目 

「『
後
櫻
町
天
皇
宸
記
』
第
一
冊
、 

宝
暦
六
年
正
月
二
日
～
」  

  
  

  
  

  
 

宍
戸 

忠
男 

氏 

 

※
先
月
に
引
き
続
き
、佐
藤
氏
の
小
袖
雛
形
本
の
考
察
と
、 

『
後
櫻
町
天
皇
宸
記
』
を
読
み
進
め
ま
す
。
興
味
の
あ
る 

方
、
テ
キ
ス
ト
は
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
い
ら
し 

て
く
だ
さ
い
。 

 

比
較
風
俗
史
分
科
会   

休
会
と
し
ま
す
。 

社
会
史
分
科
会   

休
会
と
し
ま
す
。 

中
部
支
部 

日
時  

８
月
１
日
（
木
）
13
時  

名
古
屋
市
博
物
館
入
口
に
集
合 

場
所  

名
古
屋
市
博
物
館 

       

（
名
古
屋
市
瑞
穂
区
瑞
穂
通
１-

27-

１
） 

見
学  

特
別
展
「
マ
ジ
ッ
ク
の
時
間
」       

講
演
会  

「
日
本
奇
術
発
展
の
種
明
か
し
」 

      

元
愛
知
江
南
短
大
教
授   

河
合 

勝 

氏 

      

（
14
時
～
15
時
半
聴
講
） 

関
西
支
部 

日
時  

７
月
13
日
（
土
）
14
時
～ 

場
所  

京
都
女
子
大
学
Ｂ
校
舎
５
階
503
号
室 

       
 

（
京
都
市
東
山
区
今
熊
野
北
日
吉
町
35
） 

研
究
発
表 

     
「
上
村
松
園
の
初
期
画
業 

―
婚
礼
を
主
題
と
す
る 

作
品
制
作
を
中
心
に
―
」         

國
永 

裕
子 

氏  

九
州
支
部 

  

休
会
と
し
ま
す
。 

 

事
務
局
よ
り 

 

○
平
成
25
年
度
会
費
の
納
入
に
つ
い
て 

す
で
に
会
報
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
こ

の
夏
、
平
成
25
年
度
会
費
の
納
入
を
お
願
い
す
る
予
定
で

準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。 

会
費
請
求
時
期
が
ず
れ
て
お
り
、
会
員
の
皆
様
に
は
多

大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解

の
上
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
な
お
、
次
年
度
26
年
度
分
の
会
費
は
今
年
度
末
に
お

願
い
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
を
も
っ
て
正
常
化
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。 

 

○
新
入
会
員
の
募
集
・
推
薦 

 

新
入
会
の
方
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
か
ら 

も
ご
推
薦
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
設
立
さ
れ
た
こ
の
学

会
は
、
人
び
と
の
生
活
文
化
の
表
現
で
あ
る
「
風
俗
」
を

歴
史
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る

日
本
学
術
会
議
協
力
学
術
研
究
団
体（
学
術
団
体
）で
す
。 

 
 
 

古
代
か
ら
現
代
ま
で
を
視
野
に
い
れ
な
が
ら
、
衣
食
住

を
は
じ
め
、
政
治
、
経
済
、
交
通
、
社
会
、
文
化
に
い
た

る
幅
広
い
角
度
か
ら
風
俗
を
明
ら
か
に
す
る
学
会
と
し
て

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

会
員
に
は
歴
史
学
、
美
術
史
学
、
家
政
学
、
文
学
、
民

俗
学
、
地
理
学
、
建
築
史
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野

の
会
員
が
学
際
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
研
究
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。 

 

入
会
方
法
は
、
日
本
風
俗
史
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
入
力
を
お
推
め
く
だ
さ
い
。
資
格
条
件
は
特
に
あ
り

ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
で
入
会
申
込
み
を
済
ま
せ
、
郵
便
振
替

で
年
会
費
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
事
務
局
か
ら

連
絡
を
差
し
上
げ
る
こ
と
で
入
会
手
続
き
は
終
了
し
ま
す
。 

 

学
生
会
員
（
学
生
・
院
生
）
四
千
円 

正
会
員 

 
 
 
 
 
 
 

五
千
円 


